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研究成果の概要（和文）：数次にわたって火山噴火災害を被ったイタリア南部ヴェスヴィオ山北

麓域において、2 世紀初頭からおよそ 350 年にわたって利用されたローマ時代の建物遺跡の発

掘調査を通じて、当時の自然環境や文化環境の動態を明らかにするとともに、472 年の噴火に

より壊滅的な被害を受けた後の環境変化と、それに伴う「地域」と「人」との関わりの変遷を

明らかにすることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：We have studied transitions of natural and cultural environments in 
the area damaged by volcanic eruptions several times through an archaeological excavation 
of a Roman site on the northern foot of Mt. Vesuvio in south Italy. There we have revealed a 
huge and monumental building, which was constructed in the beginning of 2nd century A.D. 
and which was used for about 350 years. And we clarified the transition of relations 
between "region" and “human beings” before and after catastrophic damage by the eruption 
of Mt. Vesuvio in 472 A.D.. 
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１． 研究開始当初の背景 
（１） 火山噴火という自然災害で埋没し
た遺跡は、極めて短時間のうちに形成される
という特殊性を有する。それは廃絶時の瞬間
の状態がそのまま密封されるということであ

り、遺構・遺物の遺存は言うまでもなく、そ
の決定的瞬間に至る人間の動態にまで肉迫し
得る情報を内包している可能性が非常に高い
と言うことである。遺跡が極めて短期間のう
ちに形成されるという点では、洪水によって



埋没した遺跡も同様のものと言えるが、流水
による遺構の破壊、遺物の流出などにとどま
らず、モノとモノとの相対的な位置関係まで
をも壊滅的に断ち切ってしまうという意味で、
火山災害で埋没した遺跡の質的豊かさには及
ばない。 
 
（２） 研究対象となる遺跡は、イタリア共
和国カンパニァ州のヴェスヴィオ山北麓に位
置し、ヴェスヴィオ山の噴火によって埋没し
たとされる大規模なローマ帝政初期の遺跡で
ある。当遺跡においては、1932年～1936年に
試掘調査が行われ、2002年、2003年には東京
大学による予備的な発
掘調査も行われた。こ
れらによって、遺跡全
体の遺存状況は極めて
良好であり、埋蔵され
る遺構や遺物の一括性
あるいは同時性が極め
て高いことが判明して
いる。加えてこの建物
の規模や意匠を考える
と、学術的価値の非常
に高い遺物が大量に出
土するであろうことが
予想された。 
 
２．研究の目的 
この遺跡は、予想される建物の規模や地誌学
的な史料などから、初代ローマ皇帝アウグス
トゥスの所有によるものであった可能性が
長く指摘されてきた遺跡でもある。火山噴火
災害によって埋没した様々な遺跡の考古学
的な調査を通じて、以下の諸点を明らかにす
ることを目的とする。 
・火山噴火災害により極めて短期間のうちに
埋没したであろうこの別荘遺跡には、ヴェス
ヴィオ山噴火直前の日常世界が極めて良好
な状態で封印されている可能性が高い。豊富
な遺物とそれらを関係づける相対的な位置
関係を解析することによって、当時の具体的
な人間生活を復元的に描出する。 
・国内外各所に存在する同様に火山噴火災害
で埋没した遺跡との比較研究を通じて、ヴェ
スヴィオ山北麓所在の一遺跡における個別
な生活環境復元から、より包括的な「文化環
境復元」へのプロセスの普遍化を目指す。 
・加えて、当遺跡がアウグストゥスの所有に
なる別荘であったか否かの検証作業も行う。 
 
３．研究の方法 
（１）2005 年以降、毎年 7 月から 10 月にか
けての時期に現地での発掘調査を実施した。 
発掘調査面積は、おおむね以下の通りである。 
2005 年： 225 ㎡、2006 年：220 ㎡、2007 年：
150 ㎡、2008 年：150 ㎡、2009 年：150 ㎡、

2010 年：50 ㎡（いずれも、建物床面レベル
での面積） 
注）諸般の事情から、最終年度の予算を一部
繰り越し、2010 年度に補足的な発掘調査を実
施した。 
 
（２）上記の範囲において建物床面まで発掘
調査を実施した。発掘調査には、火山学、日
本考古学、西洋史学、物理探査、３次元計測、
地理学、農学等の各分野の研究者が参加し、
本研究推進のためのデータ採集を行った。 
出土遺構、建物装飾などは、３次元レーザ
ー・スキャナ、オルソ画像などを駆使してデ
ジタル・データ化に努めるとともに、適宜写
真撮影を行い、以後の建築学、美術史学的研
究推進のためのデータ整備に努めた。 
 
（３） 毎年の現地発掘調査が終了した後
には、遺物の整理・記録作業や遺跡の保存・
修復作業などを現地において実施した。 
遺物については、主に当遺跡の後半期に属

するものが多数採集され、時代を追った変遷
を検証することができた。現在まで基礎的な
整理・登録作業を継続中であり、その作業と
平行して、個々の遺物の型式学的研究を進め
ている。 
検出された遺構に関しては、できうる限り

埋没前の状態を復元できるように、調査範囲
の屋根掛け、構築物の理化学的手法を用いた
保存・修復作業を、現地の保存修復科学研究
者との連携のもとに実施した。 
 
（４） また、周辺において踏査・資料収集
に努め、ヴェスヴィオ山北麓には、未調査の
ローマ時代遺跡が散在している可能性のあ
ることなどが明らかになってきた。 
 

2010

2004 年遺跡全景 （北から） 

向こうにヴェスヴィオ山を望む 

2010 年までの発掘調査範囲 



４．研究成果 
（１） 研究成果の概要は、以下のとおりで
ある。 
・主な遺構は、現在までのヴェスヴィオ山の
度重なる噴火によって地中深く埋没したも
のであり、調査の主たる対象となるローマ時
代の建物が構築された当時の地表面は、現在
の地表からおよそ９mの深さに達する。 
・遺跡は、紀元後２世紀前半に創建された大
規模な建物跡によって構成され、様々な変遷
を経た後に、西暦 472 年のヴェスヴィオ山の
噴火に伴って発生した土石流によって短時
間のうちに大半が埋没した。 
・建物の全貌は未だ明らかではないが、その
敷地面積は優に 4,000㎡を超えることが推測
される。加えて、今までに判明している建物
のレイアウトや秀麗な装飾要素なども勘案
すると、創建当初においては、この建物が何
らかの宗教的な性格を有する公共の施設の
一部を構成していた可能性を考えることが
できる。 
・4 世紀から 5 世紀にかけての時期に建物の
使用目的が大きく転換し、以後はワイン製造
のための醸造所として利用された可能性を
うかがうことができる。 
・5 世紀の後半には前記のワイン製造も廃れ
て建物も放棄され、その後は、周辺の農作業
に伴う施設として便宜的に利用されるだけ
で、472 年の噴火による罹災時には既にほぼ
廃墟化していたものと考えられる。 
・472 年の噴火に伴う土石流によって、建物
はその大半が一気に地中に埋没し、その後こ
れらの建物は復旧されることなく、当地周辺
はもっぱら農耕地と利用されることとなっ
た。 
・その後も、当地周辺は、6世紀初頭、17 世
紀初頭に大きな噴火による被害に見舞われ
たが、それらの間の期間においても、幾度と
なく山麓性の洪水に見舞われ、土砂が堆積し
た痕跡が認められる。また、それらの堆積層
の上下には、明瞭に土壌化した部分が存在す
るが、現在、当地の主要な産業の一端を構成
する果樹栽培が普及するのは、17 世紀以降と
考えられ、それ以前はもっぱら畑作地として
利用されてきたものと考えられる。 
 
（２） これまでの調査・研究を通じて、建
物の性格や、2 世紀から 5 世紀後半に至る、
この建物を舞台とした人間活動の変遷も
徐々に明らかになってきた。ただし、これま
での調査の主眼は、もっぱら一つの建物内部
の状況を解明することに置かれていた。2010
年に至ってその視点を屋外へ向けることに
よって、複数の建物群によって構成されるで
あろう当遺跡の広がりというものを視野に
置いた調査へと範囲を広げた。その調査成果
を踏まえると、「これまでに発掘された範囲

は、より広大な遺跡の一部分である」という
蓋然性がますます高められることになった。
しかし、調査の進行度に比べて対象となる遺
跡は余りにも大きく、今後も継続的に調査・
研究を続けることが求められる。 
また、出土した遺構や遺物には、環境の変

化に伴う劣化という問題が常につきまとう。
現地においても、状況に応じた補強・修復・
保存作業を適宜実施しているが、その永続的
な保存に関しては、保存科学分野との密接な
連携が必要になることが予想される。 
いずれにしても、この遺跡全体に関わる創

建当初の本来の規模や構造、社会的あるいは
文化的な変遷と位置づけなどは、そのかなり
の部分が明らかになったが、こうした議論の
裏付けとなる出土遺物に関しては、鋭意基礎
整理作業が継続中である。遺物の整理・研究
成果を含めた調査報告の公表が求められる
ことは言うまでもないが、作業の進行を待っ
て発表する予定である。 
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